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は
　
じ
　
め
　
に

　
私
は
先
に
「
小
社
・
小
祠
の
成
立
事
情
と
存
在
形
態
を
め
ぐ
る
歴
史
学
的
研

究
」
な
る
研
究
題
目
（
課
題
番
号
①
卜
。
謡
O
に
㊤
。
。
）
に
よ
り
、
昭
和
六
十
二
年
度

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
A
）
の
交
付
を
受
け
た
。
こ
の
テ
ー

マ
は
私
が
従
来
か
ら
手
が
け
て
い
る
小
社
研
究
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

当
初
、
申
請
の
段
階
で
は
大
将
軍
社
・
大
六
天
社
・
女
体
社
の
三
種
の
小
社
を

対
象
と
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
三
三
的
舗
三
等
の
た
め
、

こ
れ
ら
を
す
べ
て
扱
う
こ
と
は
到
底
困
難
と
判
断
し
、
結
局
そ
の
う
ち
の
一
種

に
絞
ら
ざ
る
を
得
ず
、
当
該
年
度
は
主
と
し
て
関
東
地
方
に
分
布
す
る
女
体
社

を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
方
法
的
に
は
関
係
文
献
の
渉
猟
と
現
地
調
査
を

平
行
し
て
進
め
た
が
、
本
研
究
の
場
合
、
も
と
も
と
小
社
の
規
模
、
環
境
あ
る

い
は
立
地
条
件
等
の
現
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
前
提
か
ら
、
い
き
お

い
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
方
が
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
こ
と
と
な
り
、
昨
年
来
数

回
に
わ
た
る
現
地
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。

研
究
成
果
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
論
考
の
形
で
ま
と
め
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
補

助
金
交
付
に
よ
る
研
究
期
間
が
終
了
し
て
す
で
に
数
ケ
月
以
上
を
経
過
し
て
い

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
踏
査
や
聞
き
取
り
等
の
結
果
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
考
察

や
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
の
み
、
と
り
あ
え
ず
概
要
を
報
告
し
て
責
を
塞
ぎ

た
い
と
思
う
。

　
　
註

　
ω
　
　
「
印
鍮
神
事
と
印
野
営
の
成
立
」
（
『
日
本
歴
史
駈
三
六
五
号
、
　
九
七
八

　
　
年
）
、
「
北
部
九
州
地
方
に
お
け
る
印
数
社
に
つ
い
て
」
（
秀
村
選
三
編
『
西
南

　
　
地
域
史
研
究
睡
第
五
輯
、
一
九
八
三
年
）
、
「
早
良
親
王
御
霊
そ
の
後
～
中
世
荘

　
　
園
村
落
の
三
道
社
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
i
」
（
竹
内
理
三
先
生
喜
寿
記
念
論
文

　
　
集
刊
行
三
編
『
荘
園
制
と
中
世
社
会
』
所
収
、
一
九
八
四
年
）

、
女
体
社
の
分
布
に
つ
い
て

　
女
体
神
社
、
あ
る
い
は
熊
野
女
体
神
社
と
い
っ
た
よ
う
な
、
女
体
神
社
と
他

の
神
社
が
合
祠
さ
れ
た
こ
と
に
因
む
と
思
わ
れ
る
社
名
を
有
す
る
神
社
（
本
研

究
で
は
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
「
女
体
社
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
は
、
全
国

神
社
名
鑑
刊
行
会
・
史
学
セ
ン
タ
ー
編
纂
発
行
の
『
全
国
神
社
名
鑑
』
（
一
九

七
七
年
）
に
よ
る
と
、
栃
木
県
に
一
社
、
埼
玉
県
に
十
一
社
、
千
葉
県
に
四
社
、

神
奈
川
県
に
二
社
、
愛
知
県
に
　
社
、
岡
山
県
に
一
社
、
言
忌
県
に
　
社
、
香

川
県
に
天
社
、
高
知
県
に
一
社
、
鹿
児
島
県
に
一
社
あ
り
、
合
計
二
十
五
社
が

こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
表
－
参
照
）
。
分
布
状
況
に
着
議
す
る
と
、
関
東

平
野
の
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
鎮
座
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
集
中

し
て
い
る
の
は
埼
玉
・
千
葉
両
県
の
県
境
に
あ
た
る
地
域
、
す
な
わ
ち
、
大
ま

五
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表
1
『
全
国
神
社
名
鑑
』
（
一
九
七
七
年
刊
）
所
載
の
女
体
社
一
覧

神
　
社
　
名

所

在
　
　
　
　
　
　
地

備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

熊
野
女
体
神
社

栃
　
木
　
県

真
腿
市
台
町
二
四
六
〇

氷
川
女
体
神
社

埼
　
玉
　
県

浦
和
茄
三
室
三
一
〇
五

現
在
の
住
居
表
示
は
浦
和
市
窟
本
ニ
ー
｝
七
一
一

氷
川
女
体
神
社

〃

浦
和
市
大
間
木
一
五
二
二

女
　
体
　
神
　
社

〃

加
須
市
船
越
一
四
　

現
在
、
団
体
神
社

女
　
体
　
神
　
社

〃

春
日
部
市
梅
田
八
七

女
　
体
　
神
　
社

〃

春
日
葡
牛
島
六
〇
五

女
　
体
　
神
　
社

〃

草
加
市
柿
木
町
一
七
三
二

女
　
帯
　
神
　
社

〃

越
谷
市
平
方
二
五
…
｝

「
女
帝
」
は
「
女
体
」
の
変
化

女
　
体
　
神
　
社

〃

越
谷
市
川
柳
町
五
一
二
八
四

女
　
体
　
神
　
社

〃

蕊
郷
市
彦
野
一
i
四
二

女
　
体
　
神
　
社

〃

三
郷
市
采
女
一
…
一
〇
九
一
二

女
　
体
　
神
　
社

〃

三
郷
市
彦
糸
一
…
…
九

女
　
体
　
神
　
社

千
　
葉
　
県

松
戸
市
樋
ノ
ロ
八
七
六

女
　
躰
　
神
　
社

〃

松
戸
甫
横
須
賀
二
六

女
　
体
　
神
　
社

〃

野
田
市
今
上
＝
一
＝
二

女
　
体
　
神
　
社

〃

野
田
市
今
上
一
五
＝
二

女
　
躰
　
大
　
神

神
奈
川
県

川
崎
市
幸
区
幸
町
一
－
九
九
四

女
　
躰
　
神
　
社

〃

川
崎
市
幸
区
紺
屋
一
二

女
　
体
　
神
　
社

愛
　
知
　
県

渥
美
郡
渥
美
町
村
松
字
北
郷
中
八
二

三
社
女
躰
神
社

岡
　
山
　
県

款
見
市
菅
生
宮
ケ
谷
四
九
五
五

女
　
体
　
神
　
社

徳
　
島
　
県

美
馬
郡
脇
町
東
俣
名
九
八

女
　
体
　
神
　
社

香
　
川
　
県

大
川
郡
寒
川
町
石
田
西
二
　
五
三
…
一

女
　
体
　
神
　
社

〃

大
川
郡
長
罷
町
長
尾
東
二
鵬
五
七

女
　
鉢
　
神
　
社

高
　
知
　
県

爾
国
市
十
市
字
大
浜
前
四
七
七
一

女
　
躰
　
神
　
社

鹿
児
島
県

曽
於
郡
末
吉
町
諏
訪
方
三
一
】
三
六

柔
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か
に
は
利
根
川
の
流
域
地
方
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
次
ぐ
の
は
四
国

地
方
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
む
ろ
ん
、
表
王
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
分
布
状
況
は
決
し
て
絶
対
的
な
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
な
い
。
『
全
国
神
社
名
鑑
』
に
漏
れ
た
も
の
も
あ
ろ
う
し
、
妾
初
勧
請
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研

た
女
体
社
で
も
、
今
日
は
廃
絶
し
て
い
た
り
、
社
名
が
変
更
さ
れ
た
も
の
な
ど

の
存
在
が
当
然
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
試
み
に
、
こ
れ
ま
で
の
実
地
調
査

に
お
い
て
『
全
国
神
社
名
鑑
』
と
と
も
に
、
私
の
良
き
伴
侶
と
な
っ
た
文
政
十

一
年
（
一
八
二
八
）
成
立
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
誌

が
対
象
と
し
た
武
蔵
一
圏
内
だ
け
で
も
、
『
全
国
神
社
名
鑑
』
の
掲
載
数
よ
り

も
ば
る
か
に
多
い
三
十
四
社
の
女
体
社
（
当
時
は
女
体
権
現
祉
と
呼
称
さ
れ
る

場
合
が
多
か
っ
た
）
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
（
表
登
参
照
）
。
し
か
も
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛

れ
と
て
全
く
記
載
漏
れ
が
な
い
と
の
断
言
は
で
き
な
い
か
ら
、
さ
ら
に
幅
広
く

文
献
史
料
に
あ
た
っ
た
上
で
な
い
と
、
本
来
の
分
布
状
況
を
安
易
に
想
定
す
る

こ
と
は
慎
し
ま
ね
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
関
東
地
方
の
そ
れ
に
関

し
て
は
、
私
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
現
地
踏
査
と
文
献
双
方
に
よ
る
調
査
の
結
果
、

利
根
川
流
域
、
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
古
利
根
川
（
中
世
以
前
の
利
根
川
本
流
）

の
流
域
に
特
徴
的
に
分
布
す
る
小
社
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

こ
の
事
実
は
女
体
社
の
成
立
し
た
背
景
や
時
代
等
を
考
察
す
る
上
で
も
、
大
き

な
示
唆
を
与
え
る
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
ま
ず
、
現
時
点
（
一
九
八
八
年
十
「
月
末
）
で
現
地
踏
査
の
完
了

し
て
い
る
十
八
社
に
つ
い
て
、
そ
の
疇
の
取
材
ノ
ー
ト
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
掲
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
女
体
社
の
現
状
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
　
註

　
ω
　
こ
の
ほ
か
、
兵
庫
県
豊
岡
市
九
繍
上
野
冗
字
宮
ノ
下
に
鎮
座
す
る
女
代
神
社

　
な
ど
に
つ
い
て
は
、
用
字
の
変
化
等
の
可
能
性
も
含
め
て
、
今
後
の
調
査
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
な
ば
け

　
と
し
た
い
。
な
お
、
茨
城
県
竜
ケ
崎
市
馴
馬
五
三
七
九
の
女
化
神
社
、
東
京
都

　
大
田
区
西
蒲
田
六
一
二
二
一
一
の
女
塚
神
社
は
現
地
調
査
の
結
果
、
女
体
社
と

　
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

②
　
一
例
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
範
囲
内
で
も
埼
玉
県
浦
和
市
大
牧
八
五

　
三
に
現
存
す
る
氷
川
女
体
社
が
記
載
漏
れ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

㈹
　
例
え
ば
、
長
野
県
諏
訪
市
豊
田
有
賀
に
女
体
疸
外
（
な
い
し
は
女
帝
垣
外
。

　
訓
み
は
「
お
て
が
い
と
」
「
に
よ
て
が
い
と
」
）
と
呼
ば
れ
る
地
字
名
が
あ
る
。

　
す
ぐ
北
東
に
は
十
二
后
（
じ
ゆ
う
に
の
き
）
と
い
う
地
名
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
『
諏
訪
郡
諸
村
並
旧
蹟
年
代
記
』
に
は
「
是
は
往
昔
大
内
十
二
后
流
れ
来
り
居

　
住
之
所
哉
、
望
事
尊
体
を
葬
奉
る
所
哉
」
と
冤
え
、
記
入
の
女
性
が
流
離
し
て

　
き
た
と
こ
ろ
と
い
っ
た
付
会
伝
承
を
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
諏
訪
史
蹟
要

　
項
』
豊
田
篇
が
こ
の
地
に
女
体
社
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
女

　
体
垣
外
と
は
女
体
社
に
因
む
地
名
と
見
て
よ
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
信
濃
国
に

　
も
か
つ
て
女
体
社
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ω
　
例
え
ば
、
明
治
八
年
埼
玉
県
の
編
纂
に
か
か
る
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
第
十
二

　
巻
、
埼
玉
郡
古
久
喜
村
の
項
に
は
女
体
祉
が
二
心
記
載
さ
れ
る
の
に
、
『
新
編

　
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
十
、
埼
玉
郡
久
喜
町
（
久
喜
町
は
、
の
ち
久
喜
本
町
・

　
久
喜
新
町
・
野
喜
久
村
・
古
喜
久
村
に
分
村
し
た
）
の
項
に
は
所
見
が
な
く
、

　
こ
れ
は
後
者
の
記
載
漏
れ
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
明
治
八
年
ま
で
に
新
た
に
勧

　
講
さ
れ
た
可
能
性
も
全
く
否
定
で
き
な
い
し
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
久
喜

　
町
の
項
で
は
「
二
丁
権
現
社
」
と
冤
え
る
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
可
能
性
も
残

　
さ
れ
て
お
り
、
な
お
今
後
の
検
討
に
侯
ち
た
い
。

二
、
関
東
地
方
の
女
体
社
の
現
況
一
取
材
ノ
；
ト
よ
り
…

①
千
葉
県
松
戸
市
樋
野
口
八
七
六
番
地
女
体
神
社

七
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表
簸
　
　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
（
文
政
十
一
年
1
1
一
八
二
八
成
立
）
所
載
の
女
体
社
一
覧

所

在
　
　
地

社
　
　
　
名

管
　
　
理
　
　
形
　
　
態

祭
　
　
　
　
　
神

備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

葛
飾
郡

彦
野
村

女
鰹
権
現
社

村
内
密
蔵
院
（
新
義
爽
言
宗
）
持

「
全
国
神
社
名
鑑
」
所
載
（
埼
玉
県
三
郷
市
彦
野
一
i
四
二
）

〃

彦
糸
村

女
髄
権
現
社

村
内
千
手
院
（
p
）
持

　
〃
（
埼
玉
県
三
郷
市
彦
糸
一
…
一
九
）

〃
〃
〃

采
女
新
田
町
ノ
ロ
村
川
藤
村

女
艦
権
現
社
女
私
権
現
社
女
　
鰹
　
社

村
内
千
手
院
持
村
内
大
乗
院
（
新
義
真
欝
宗
）
持
村
内
愚
挙
寺
（
曹
洞
宗
）
持

何
の
神
た
る
こ
と
を
詳
に
せ
ず

　
〃
（
埼
玉
察
三
郷
市
采
女
　
…
㎝
〇
九
一
二
）
　
〃
（
千
葉
県
松
戸
市
樋
ノ
ロ
八
七
六
）

〃

上
内
川
村

女
髄
権
現
社

村
内
松
高
寺
（
新
義
爽
言
宗
）
持

〃
〃

〃
〃

〃
〃

p
蓮
蔵
院
（
p
）
持
村
内
西
蔵
院
（
新
義
爽
雷
宗
）
持

一
括
記
載

〃

〃

〃

村
内
密
蔵
院
（
新
義
爽
言
宗
）
持

〃

下
内
川
村

如
農
権
現
社

村
内
正
覚
院
（
新
義
真
誉
宗
）
持

共
に
祭
神
詳
な
ら
ず

〃

〃

〃

p
正
明
院
（
，
●
）
持

〃

〃

〃

〃

一
括
記
載

〃

〃

〃

村
内
金
剛
寺
（
新
義
真
言
宗
）
持

〃

〃

〃

〃

〃

牛
島
村

女
　
騰
　
社

村
内
蓮
花
院
（
新
義
真
言
宗
）
持

「
全
国
神
社
名
鑑
」
所
載
（
埼
玉
県
暮
H
日
部
南
巾
・
略
意
六
〇
五
）

荏
原
郡

嶺
　
　
村

女
鰹
権
現
社

？
．

橘
樹
郡

馬
絹
村

女
髄
権
現
社

村
内
泉
福
寺
（
天
台
宗
）
持

伊
弊
諾
尊
と
も
伊
勢
太
神
宮
な
り
と
も
定
か
な
ら
ず

／、
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〃

南
河
原
村

女
艦
権
現
社

村
内
寳
蔵
院
（
新
義
真
言
宗
）
持

「
全
国
神
社
名
鑑
」
所
載
（
神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
幸
町
一
一
九
九
四
）

〃

〃

女
　
髄
　
社

〃

祭
神
詳
な
ら
ず

〃

戸
手
村

女
艦
権
現
社

南
河
原
村
寳
蔵
院
持

「
全
国
神
社
名
鑑
」
所
載
（
神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
紺
屋
町
ご
じ

久
良
岐
郡

嘗
田
岡
村

女
艦
権
現
社

村
民
持

足
立
郡
　
〃

中
曽
根
村
三
室
村

女
　
騰
　
社
女
　
髄
　
社

村
内
泉
福
寺
（
戴
真
）
持
神
主
（
武
笠
氏
）
、
社
家
（
内
田
氏
、
武
笠
氏
）
、
社
僧
（
文
殊
院
・
天
台
宗
）

「
全
国
神
社
名
鑑
」
所
載
（
埼
玉
県
浦
和
市
三
室
三
一
〇
五
）

〃

内
野
村

女
膿
権
現
社

村
民
持

　
〃
埼
玉
郡
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

大
間
木
村
饗
塚
村
柿
木
村
平
方
村
梅
田
村
長
越
村
芋
董
村

女
饒
明
神
祉
女
膿
権
現
社
女
　
髄
　
社
女
　
艦
　
社
女
　
醗
　
社
女
　
艦
　
社
女
　
艦
　
社

村
民
持
村
内
智
泉
院
（
薪
義
真
言
宗
）
持
村
内
東
漸
院
（
薪
義
真
言
宗
）
持
村
内
西
光
寺
（
難
真
）
持
粕
壁
宿
仙
乗
院
（
本
山
修
験
）
持
村
内
女
艦
寺
（
新
義
真
言
宗
）
持
戸
室
村
普
門
寺
（
転
義
真
言
宗
）
持

〃

江
薗
村

女
鰹
権
現
社

村
内
善
徳
寺
（
新
義
嚢
言
宗
）
持

〃

上
内
村

女
鰹
権
現
社

村
内
壽
徳
寺
（
新
義
真
言
宗
）
持

〃

袋
　
　
村

女
　
艦
　
社

村
内
西
福
寺
（
新
義
真
言
宗
）
持

稲
田
二
選

※
惣
醗
権
現
社
（
葛
飾
郡
下
赤
岩
村
）
、
両
鎧
権
現
祉
（
多
磨
郡
福
生
村
）
、
二
鰹
権
現
社
（
埼
玉
郡
久
喜
町
）
に
つ
い
て
は
一
応
除
い
て
お
く
。

九
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江
戸
川
に
沿
っ
て
鎮
座
。
境
内
は
狭
い
。
鳥
居
の
額
に
「
女
神
神
社
」
と
記

す
。
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
、
瓦
葺
。
覆
軍
内
の
本
殿
は
一
間
社
流
造
り
。
道
路

の
向
い
側
に
大
乗
院
（
真
言
宗
豊
山
派
）
が
隣
接
す
。
山
号
は
「
女
腱
山
扁
と

あ
っ
て
、
か
つ
て
女
体
神
社
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
。
門

前
に
庚
申
塔
些
事
あ
り
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
最
も
古
い
も
の
は
元
禄
十
五
年

（　

ｵ
〇
二
）
銘
か
。

　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
三
十
二
、
葛
飾
郡
之
十
三
、
樋
ノ
ロ
村
の
項

に
「
女
髄
権
現
社
○
稲
荷
社
○
八
幡
社
甥
a
惣
響
銅
鮒
一
町
」
と
記
し
、
大
乗
院

に
つ
い
て
は
「
大
乗
院
騎
藏
種
…
…
悶
妹
脚
鮮
罐
獺
蠣
飾
試
写
諮
伽
醤
大
」
と
見
ゆ
。
明
治
八
年

（一

ｪ
七
五
）
の
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
「
伊
弊
朋
尊
を
祭
る
、
祭
欄
十
一

月
三
日
」
と
あ
り
。
『
角
川
臼
本
地
名
大
辞
典
1
2
千
葉
県
』
（
｝
九
八
四
年
）
に

よ
る
と
、
松
戸
市
の
樋
野
口
地
区
は
も
と
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
八
木
郷
村
樋
野
口

の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
松
戸
市
の
前
身
の
一

つ
で
あ
っ
た
曙
村
に
編
入
合
併
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
従
っ
て
、
現
在
樋
野
口

な
る
大
字
は
江
戸
川
対
岸
の
埼
玉
県
三
郷
市
に
も
あ
り
。

　
　
　
②
千
葉
県
松
戸
市
横
須
賀
二
六
番
地
女
体
神
社

　
坂
川
に
沿
う
。
江
戸
川
か
ら
は
や
や
東
に
慮
る
。
境
内
狭
し
。
拝
殿
は
切
妻

造
り
、
瓦
葺
。
覆
堂
内
の
本
殿
は
　
間
五
流
造
り
。
社
殿
の
向
っ
て
右
側
に
神

輿
庫
、
お
よ
び
天
満
宮
・
三
峰
社
・
大
山
阿
夫
利
神
社
・
稲
荷
社
・
大
杉
社
を

祭
る
合
祠
殿
あ
り
。
境
内
に
文
久
冗
年
（
一
八
六
一
）
銘
の
「
成
田
山
月
参
篇

碑
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
建
立
の
「
鎮
守
拝
殿
供
養
塔
」
、
ほ
か
二
、

三
の
小
祠
あ
り
。
拝
殿
は
現
在
、
地
区
の
集
会
場
に
な
っ
て
い
る
由
。
鳥
居
は

二
基
あ
り
、
古
い
も
の
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
銘
。
参
道
入
口
に
、
昭
和

五
十
六
年
（
～
九
八
一
）
社
殿
改
築
を
記
念
し
て
建
立
し
た
石
碑
あ
り
。
表
に

「
女
躰
神
社
」
と
社
号
を
大
書
し
、
裏
に
当
社
の
由
来
等
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
女
躰
神
社
の
祭
神
は
筑
波
女
大
神
「
伊
弊
珊
尊
」
を
奉
算
す
る
。
創
立
の

　
　
年
代
は
詳
か
で
は
な
い
が
、
横
須
賀
部
落
の
鎮
守
と
し
て
往
古
よ
り
住
民

　
　
に
崇
拝
さ
れ
今
日
に
至
る
。
然
る
に
時
代
の
変
遷
に
伴
な
い
昭
和
四
十
六

　
　
年
横
須
賀
地
区
も
土
地
区
画
整
理
事
業
が
施
行
さ
れ
た
。
女
躰
神
社
は
此

　
　
の
秋
に
方
々
氏
子
一
同
協
議
の
上
、
下
記
の
事
業
を
実
施
し
た
。
（
以
下
、

　
　
事
業
内
容
、
氏
子
総
代
の
氏
名
等
略
す
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
当
社
は
筑
波
山
の
女
体
祠
か
ら
勧
請
さ
れ
た
と
の
伝
承
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
る
。

　
　
　
③
千
葉
県
野
田
市
今
上
一
二
一
三
番
地
女
体
神
社

　
境
内
狭
く
、
樹
木
も
ほ
と
ん
ど
な
し
。
文
字
通
り
の
小
社
。
声
名
を
記
し
た

碑
や
額
は
な
い
が
、
地
番
か
ら
し
て
女
体
神
社
と
み
て
聞
違
い
な
い
と
思
う
。

鳥
居
と
切
妻
造
り
、
瓦
葺
の
本
殿
の
ほ
か
は
、
境
内
社
と
し
て
「
大
杉
殿
」
と

稲
荷
社
が
あ
る
の
み
。
拝
殿
は
な
し
。
皇
基
の
庚
申
塔
あ
り
。
享
和
三
年
（
一

八
〇
三
）
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
等
の
銘
が
読
み
と
れ
る
。
ま
た
、
伊
勢

参
宮
記
念
碑
あ
り
。

　
　
　
④
千
葉
県
野
田
市
今
上
一
五
；
蕃
地
女
体
神
社

　
境
内
狭
し
。
鳥
居
の
額
に
朱
文
字
で
「
女
騰
神
社
」
と
記
さ
る
。
社
殿
と
し

て
は
入
母
屋
造
り
、
ト
タ
ン
葺
の
本
殿
（
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
覆
堂
か
）
の
み

で
、
拝
殿
は
な
し
。
境
内
小
祠
と
し
て
「
天
満
宮
」
「
稲
荷
宮
漏
「
三
社
神
社

　
天
照
皇
大
神
菖
　
浅
間
大
神
」
の
三
基
の
石
碑
あ
り
。
こ
の
う
ち
「
稲
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
【
七
三
八
）

宮
」
と
刻
ま
れ
た
碑
の
側
面
に
「
元
文
三
年
五
月
吉
B
　
庄
内
領
今
上
村
上
谷

別
當
自
覚
寺
臨
な
る
銘
が
読
み
と
れ
る
。
永
覚
寺
は
か
つ
て
の
別
当
寺
か
。
但

し
、
現
在
当
社
の
付
近
に
寺
院
は
見
あ
た
ら
ず
。
ほ
か
に
寛
政
四
年
半
一
七
九

o
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二
）
銘
の
庚
申
塔
（
青
面
金
剛
）
あ
り
。
ま
た
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
建

立
の
「
境
内
地
三
十
五
坪
」
の
碑
文
あ
り
。
今
上
地
区
の
周
辺
は
一
面
の
水
田

地
帯
だ
が
、
西
方
に
は
江
戸
川
が
間
近
に
流
る
。

　
　
　
⑤
　
埼
玉
県
三
郷
市
彦
野
一
丁
厨
四
二
番
地
　
女
体
神
社

　
境
内
は
現
在
、
遊
園
地
の
趣
あ
り
。
樹
木
少
な
し
。
鳥
居
の
額
に
「
正
一
位

女
艦
上
権
現
」
と
記
さ
る
。
社
殿
は
入
母
屋
造
り
、
瓦
葺
の
本
殿
の
み
。
こ
れ

は
全
く
仏
堂
形
式
と
雷
う
べ
き
か
。
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
の
新
築
記

念
碑
が
あ
っ
て
、
現
本
殿
の
建
立
年
代
が
知
ら
る
。
本
殿
の
向
っ
て
左
側
に
摂

社
稲
荷
社
。
燈
籠
の
一
つ
に
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
の
銘
が
判
読
可
能
。
当

社
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
三
十
、
葛
飾
郡
之
十
一
、
彦
野
村
の
項
に

「
女
膿
権
現
社
鮒
脇
懸
博
翫
融
ビ
驚
」
と
見
え
る
も
の
に
あ
た
る
。
密
蔵
院
に
つ
い

て
は
同
書
に
「
新
義
真
言
宗
、
彦
成
満
塁
明
直
筆
、
耐
量
山
と
織
す
、
本
尊
不

動
」
と
記
さ
れ
、
付
近
に
現
存
す
。
ま
た
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
「
伊
弊
珊

尊
を
祭
る
、
祭
日
一
月
二
十
田
」
と
見
ゆ
。
西
方
に
古
利
根
川
が
流
る
。

　
　
　
⑥
埼
玉
県
三
郷
市
彦
糸
一
丁
目
一
九
番
鼠
食
体
神
社

　
境
内
や
や
広
い
が
樹
木
少
な
し
。
鳥
居
の
額
に
「
女
艦
大
神
」
と
あ
り
。
社

殿
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
入
母
屋
造
り
、
瓦
葺
の
一
字
の
み
。
但
し
、
内
部
は
拝

殿
と
本
殿
に
分
れ
て
い
る
か
。
境
内
末
社
と
し
て
三
峰
神
社
、
天
神
社
、
稲
荷

大
明
神
、
由
王
神
社
、
水
神
宮
の
五
神
あ
り
。
こ
の
う
ち
石
造
の
水
神
宮
祠
に

は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
銘
が
所
見
。
当
社
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之

三
十
一
、
葛
飾
郡
之
十
二
、
彦
仁
平
の
項
に
「
女
髄
権
現
社
激
動
鞘
町
乏
す
じ
と

見
え
る
も
の
に
構
当
す
。
千
手
院
に
つ
い
て
は
現
存
す
る
か
ど
う
か
未
確
認
。

現
在
女
体
神
社
の
近
く
に
あ
る
の
は
安
養
寺
で
、
こ
れ
は
同
書
に
見
え
る
安
養

院
（
新
義
真
言
宗
）
の
こ
と
か
。
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
「
活
塞
諾
、
伊
弊
冊

二
尊
を
祭
る
、
祭
日
一
月
十
三
騰
」
と
あ
り
。
彦
野
の
女
体
神
社
の
北
に
鎮
座

し
、
こ
の
二
尉
は
と
も
に
古
利
根
川
の
左
岸
に
位
置
す
。

　
　
　
⑦
埼
玉
県
三
郷
市
采
女
一
丁
罠
｝
〇
九
番
地
二
号
女
体
神
社

　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
三
十
一
、
葛
飾
郡
之
十
一
一
、
采
女
新
田
の
項

に
「
女
帯
権
現
惜
顔
当
機
狩
執
立
偏
」
と
あ
る
も
の
に
あ
た
る
。
現
状
は
鳥
居
と
小

規
模
な
本
殿
一
宇
の
み
で
、
典
型
的
な
小
社
。
鳥
居
は
昭
和
五
十
九
年
（
一
九

八
四
）
建
立
で
、
額
に
「
女
体
神
社
」
の
文
字
あ
り
。
本
殿
は
ブ
ロ
ッ
ク
製
か
。

屋
根
は
流
造
り
、
ト
タ
ン
葺
。
鳥
居
の
向
っ
て
右
側
の
板
碑
に
、
「
采
女
」
な

る
地
名
の
起
源
を
記
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
森
采
女
な
る
人
物
が
彦
燈
下
に
土

着
し
て
当
新
田
を
開
拓
し
た
こ
と
に
薩
む
由
。
岡
趣
旨
の
こ
と
、
す
で
に
『
新

編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
見
ゆ
。
境
内
に
隣
接
し
て
墓
地
あ
り
。
そ
の
片
隅
に
観

音
・
六
地
蔵
・
不
動
・
面
面
金
剛
等
の
石
仏
が
現
存
す
。
六
十
六
部
供
養
塔
に

は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
銘
あ
り
、
こ
の
地
に
か
つ
て
寺
院
の
あ
り
し
こ

と
を
思
わ
せ
る
が
、
当
社
を
管
理
し
た
の
は
前
引
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

に
よ
れ
ば
、
彦
糸
村
の
千
手
院
な
り
。
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
「
伊
弊
肪
尊
を

祭
る
、
祭
日
一
月
十
七
日
」
と
あ
り
。
古
利
根
川
よ
り
や
や
東
に
逼
る
。

　
　
　
⑧
埼
玉
県
草
加
市
柿
木
町
一
七
三
二
番
地
女
体
神
祉

　
古
利
根
川
の
右
岸
に
立
地
。
す
な
わ
ち
、
三
郷
市
彦
糸
の
女
体
神
社
と
は
古

利
根
川
を
は
さ
ん
で
向
い
会
う
。
近
く
に
「
柿
ノ
木
渡
し
跡
」
あ
り
。
鎮
座
地

は
旧
下
妻
街
道
沿
い
と
い
う
。
長
い
参
道
入
口
の
鳥
居
に
「
要
語
女
専
神
社
」

の
額
あ
り
。
境
内
広
く
、
老
木
少
な
し
と
は
い
え
社
叢
に
お
お
わ
れ
、
堂
々
た

る
神
祉
。
但
し
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
二
百
五
、
埼
玉
郡
之
七
、
柿

木
村
の
項
に
は
わ
ず
か
に
「
女
系
社
鮒
渤
薩
碗
磨
り
］
と
記
さ
れ
る
の
み
。
社
殿

は
切
妻
造
り
向
拝
付
で
銅
板
葺
の
拝
殿
と
入
母
屋
造
り
、
銅
板
葺
の
本
殿
が
連

差
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　　　　　　　写真　茎

埼玉県草加市柿木町1732の女体神社参道

の
自
然
堤
防
上
の
微
高
地
に
発
達
し
た
歴
史
あ
る
村
で
あ
る
。

八
角
宝
髪
形
経
筒
や
応
…
永
時
代
の
青
石
塔
婆
に
依
っ
て
も
そ
の
　
端
が
う

か
が
え
る
。
当
地
に
は
社
寺
建
築
、
野
馳
等
の
文
化
遺
産
が
い
ま
で
も
数

多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と

事
え
よ
う
。
此
の
鎮
守
女
艦
神
社
は
其
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
文
化

文
政
年
間
の
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
で
は
す
で
に
女
艦
神
社
が
紹
介
さ
れ
て

居
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
当
女
艦
神
社
の
創
建
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
七
一
…
八
）

記
録
吏
料
等
か
ら
推
察
し
て
江
戸
中
期
以
前
と
思
わ
れ
る
。
享
保
十
三
年

銘
の
奉
納
幌
や
額
等
貴
重
な
史
料
が
あ
る
。
当
時
は
権
現
造
り
の
茅
葺
屋

根
で
あ
っ
た
が
今
回
の
社
殿
大
改
修
で
原
形
を
保
つ
銅
板
葺
屋
根
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
八
六
八
）

た
。
新
義
真
言
宗
東
漸
院
と
は
別
当
の
関
係
に
あ
っ
た
が
、
明
治
元
年
太

．
政
官
布
告
の
神
佛
分
離
令
に
よ
り
独
立
し
た
。
神
祉
名
も
江
戸
時
代
末
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
さ
一
）

ま
で
は
『
正
｝
位
女
騰
権
現
』
で
あ
っ
た
。
文
化
八
年
銘
入
り
の
扁
額
は

接
し
た
、
い
わ
ゆ
る
権
現

造
り
の
様
式
。
境
内
社
と

し
て
、
八
幡
と
稲
荷
を
合

祠
し
た
と
い
う
小
松
神
社
、

水
神
な
ど
あ
り
。

　
昭
和
五
十
四
年
（
一
九

七
九
）
、
社
殿
の
大
修
理

を
行
っ
た
際
に
建
立
さ
れ

た
「
改
修
記
念
碑
」
に
以

下
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
柿
木
町
は
古
利
根
川

　
　
　
　
　
　
出
土
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
八
ヒ
…
）

　
取
り
は
ず
さ
れ
、
『
女
灘
神
社
』
と
改
称
さ
れ
明
治
四
年
諸
社
制
度
の
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
九
四
六
）

　
告
に
よ
り
柿
木
村
祉
に
格
付
け
さ
れ
、
昭
和
廿
｝
年
神
道
指
令
に
よ
り
村

　
社
制
は
廃
止
さ
れ
た
。
…
…
（
以
下
略
）

ま
た
、
鳥
居
脇
の
説
明
板
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
。

　
　
　
女
体
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
在
地
　
柿
木
町

　
　
当
社
は
伊
弊
再
尊
を
祀
り
柿
木
の
鎮
守
と
し
て
人
々
に
厚
く
敬
わ
れ
て

　
き
た
。

　
　
柿
木
は
、
中
川
沿
い
に
下
妻
街
道
が
走
り
、
草
加
帯
内
に
あ
っ
て
最
も

　
古
く
か
ら
開
発
さ
れ
た
土
地
と
い
わ
れ
、
伝
承
で
は
、
こ
の
土
地
の
開
発

　
の
祖
を
豊
田
氏
と
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
　

　
　
豊
田
氏
は
、
平
等
門
の
伯
父
国
香
を
祖
と
し
、
下
総
国
豊
田
荘
の
地
領
を

勤
め
、
の
ち
石
毛
に
本
城
を
構
え
た
。
し
か
し
、
天
正
三
年
（
一
五
七

　
五
）
城
主
豊
田
治
親
が
恒
例
の
雷
電
社
社
参
の
時
、
下
妻
の
多
賀
谷
氏
の

　
侵
略
に
あ
い
、
治
親
は
討
た
れ
本
城
も
陥
ち
て
し
ま
っ
た
。

　
　
残
さ
れ
た
細
入
と
遺
子
は
急
変
に
よ
り
石
毛
を
捨
て
縁
を
た
よ
っ
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
の
柿
木
ま
で
落
ち
の
び
、
こ
の
地
を
永
生
の
地
と
定
め
た
と
い
う
の
で
あ

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
豊
田
氏
は
信
悌
心
厚
く
、
殊
に
筑
波
山
女
体
神
社
を
宗
拝
し
て
い
た
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
分
霊
を
こ
の
地
に
勧
請
し
創
建
さ
れ
た
の
が
当
社
で
あ
る

　
と
い
い
、
社
殿
も
北
方
、
筑
波
山
に
向
け
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
昭
和
六
十
一
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
加
市

蓋
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右
の
縁
起
の
如
く
、
筑
波
山
の
女
体
祠
か
ら
勧
請
さ
れ
た
と
の
伝
承
を
伝
え

る
の
は
、
松
戸
市
横
須
賀
の
女
体
神
社
の
場
合
と
共
通
す
。
付
近
の
老
女
の
話

で
も
、
筑
波
山
か
ら
分
社
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
は
こ
の
地
域
の
人
々
に

広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
由
。
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
「
伊
曲
弾
尊
を
祭

る
、
祭
漏
十
一
月
十
五
日
」
と
見
ゆ
。
（
写
真
－
参
照
）

　
　
　
⑨
埼
玉
県
越
谷
市
川
柳
町
五
丁
目
二
八
番
地
女
体
神
社

　
境
内
は
や
や
広
い
が
樹
木
は
ほ
と
ん
ど
な
し
。
入
母
屋
造
り
、
瓦
葺
の
拝
殿

と
流
造
り
、
瓦
書
の
本
殿
が
境
内
の
隅
に
と
り
残
さ
れ
た
よ
う
に
立
つ
。
鳥
居

の
額
に
「
女
髄
神
社
し
の
文
字
あ
り
。
智
泉
院
と
境
内
を
接
す
。
境
内
社
は
見

あ
た
ら
な
い
が
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
建
立
の
伊
勢
参
宮
記
念
碑
、
昭
和

六
年
（
一
九
三
｝
）
建
立
の
浅
間
神
社
碑
、
あ
る
い
ぱ
昭
和
三
十
六
年
（
一
九

六
一
）
建
立
の
富
±
登
山
記
念
碑
等
あ
り
。

　
当
祉
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
二
百
五
、
埼
玉
郡
之
七
、
饗
塚
村
の

項
に
「
女
艦
権
現
社
翻
胸
瀬
蠣
激
め
、
」
と
あ
る
も
の
に
あ
た
る
か
。
智
泉
院
に
つ

い
て
は
同
村
に
「
智
泉
院
繍
面
前
　
鎌
酸
雛
妹
無
…
」
と
見
ゆ
。
甫
即
日
本

地
名
大
辞
典
1
1
埼
玉
県
』
（
一
九
八
○
年
）
に
よ
れ
ば
、
麦
塚
村
は
明
治
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
や
な
ぎ

二
年
（
　
八
八
九
）
伊
原
村
・
柿
ノ
木
村
・
南
青
柳
村
と
合
併
し
て
川
柳
村

と
な
り
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
八
月
に
は
草
加
町
に
合
併
さ
れ
た
が
、

旧
麦
塚
村
を
含
む
一
部
は
同
年
十
一
月
に
越
谷
町
に
編
入
、
昭
和
四
十
五
年

（｝

緕
ｵ
〇
）
現
行
の
越
谷
市
川
柳
町
と
な
っ
た
由
。
但
し
、
明
治
八
年
（
「

八
七
五
）
の
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
第
十
～
巻
（
武
蔵
国
埼
玉
郡
村
誌
巻
之
二
）

の
麦
塚
村
の
項
に
は
女
体
社
が
二
社
載
せ
ら
れ
、
一
方
は
「
村
の
東
方
に
あ
り
、

伊
葬
那
美
尊
を
祭
る
、
祭
日
一
月
十
五
日
、
七
月
十
五
日
、
十
月
十
五
日
」
、

も
う
一
方
は
「
村
の
西
方
に
あ
り
、
神
子
気
長
足
姫
命
を
祭
る
、
祭
日
九
月
十

五
日
」
と
あ
る
が
、
今
回
踏
査
し
た
も
の
が
そ
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
の
か
は

確
認
で
き
ず
。

　
　
　
⑩
埼
玉
県
越
谷
市
平
方
二
五
番
地
一
号
女
帝
神
社

　
現
在
、
女
帝
神
社
と
表
記
さ
れ
る
の
が
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
二

百
六
、
埼
玉
郡
之
八
、
平
方
村
の
項
に
見
え
る
「
女
心
社
」
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
で
は
既
に
「
女
帝
社
」

と
さ
れ
、
「
伊
野
珊
尊
を
祭
る
、
祭
日
二
月
十
二
日
」
と
記
す
。
周
囲
に
ホ
テ

ル
等
が
建
ち
、
境
内
極
め
て
狭
少
。
鳥
居
の
額
に
「
女
帝
神
社
」
と
あ
り
、
拝

殿
は
入
母
屋
造
り
で
瓦
葺
、
朱
塗
り
の
本
殿
は
一
間
乱
流
造
り
。
摂
社
と
し
て

八
坂
神
算
、
そ
の
他
あ
り
。
境
内
に
石
仏
、
庚
申
塔
な
ど
も
多
し
。
地
蔵
菩
薩

・
如
意
輪
観
音
・
初
診
金
剛
等
が
目
に
つ
く
、
卵
塔
と
思
し
き
石
塔
が
数
基
あ

る
が
、
こ
れ
は
あ
る
い
は
筆
子
塔
か
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
、
天
明
四
年

（一

ｵ
八
四
）
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
な
ど
の

紀
年
銘
が
判
読
可
能
。
ほ
か
に
中
村
吉
平
な
る
人
物
が
杉
二
本
を
「
女
帝
権

現
し
に
奉
納
し
た
こ
と
を
示
す
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
正
月
吉
田
銘
の
碑
も

あ
り
。
説
明
板
に
当
社
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
字
が
消
え
て
い

て
読
め
ず
。
北
東
に
古
利
根
川
が
流
る
。

　
　
　
⑪
埼
玉
県
春
日
部
市
牛
島
六
〇
五
番
地
女
体
神
社

　
参
道
入
口
の
石
碑
に
「
村
社
女
艦
神
社
」
、
鳥
居
の
額
に
は
「
女
躰
宮
篇
と

あ
り
。
境
内
は
や
や
広
い
が
、
樹
木
少
な
し
。
参
道
に
建
て
ら
れ
た
～
対
の
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
四
五
）

神
燈
（
石
燈
籠
）
の
銘
に
「
弘
化
二
野
年
九
月
　
棒
名
山
太
々
講
中
」
と
読
め

る
。
台
座
に
世
話
人
・
寄
付
者
の
姓
名
が
窪
ま
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
男
性

名
か
と
思
わ
れ
る
。
拝
殿
は
寄
棟
造
り
。
瓦
葺
。
本
殿
は
神
明
造
り
か
。
境
内

片
隅
に
小
山
が
築
か
れ
、
頂
上
に
「
仙
元
大
神
篇
と
彫
ら
れ
た
板
碑
あ
り
。
銘

董
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は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
。
ま
た
、
そ
の
登
り
口
に
あ
る
石
燈
籠
無
勢
に
は

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
の
銘
。
そ
の
ほ
か
境
内
に
小
祠
多
し
。
そ
の
う
ち

石
造
製
の
三
蓋
（
聖
徳
太
子
・
稲
荷
・
天
満
富
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
、
文
化
十
四
年
（
　
八
　
七
）
の

紀
年
銘
あ
紅
。
施
主
は
す
べ
て
男
性
名
。
当
社
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
繍
巻

之
三
四
、
葛
飾
郡
之
十
五
、
牛
島
村
の
項
に
「
女
艦
社
謝
勲
撒
賄
な
り
じ
と
見
え
、

『
武
蔵
国
郡
村
円
盤
』
に
は
「
息
長
餌
壷
を
祭
る
、
祭
十
二
月
十
五
日
、
七
月
十

五
日
」
と
あ
り
。
西
南
を
古
利
根
川
流
る
。
東
に
天
然
記
念
物
の
「
牛
島
の

藤
」
も
近
し
。

⑫
埼
玉
県
春
日
部
市
梅
田
八
七
番
地

1
1写真

に
浅
間
塚
あ
り
、
山
頂
に
「
浅
間
大
神
」
を
祠
る
。

二
）
銘
。
ま
た
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の

り
。
境
内
社
と
し
て
は
ほ
か
に
「
金
箆
羅
大
権
現
」

　
女
体
神
社

　
　
　
古
利
根
川
と
古
隅
田
川

板糊
の
ム
汚
濁
地
点
鑑
い
と
．
・

社
　
　
う
に
位
置
す
。
参
道
入
口

神体
　
に
「
村
社
女
鐙
神
祉
」
の

女
の
石
碑
、
朱
の
鳥
居
に
は

87

@
　
「
女
騰
馬
し
の
額
あ
り
。

田梅
　
神
燈
は
天
保
六
年
（
一
八

聯
三
五
）
難
寒
狭

春
　
し
。
朱
塗
り
の
拝
殿
は
入

露
塵
造
り
・
瓦
葦
本
殿

埼　
　
は
流
造
り
、
瓦
葺
。
境
内

　
　
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九

　
「
御
影
敷
石
」
と
い
う
も
の
あ

　
　
な
ど
。
『
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
縣
巻
之
二
百
七
、
埼
玉
郡
之
九
、
梅
田
村
の
項
に
は
「
雷
電
社
末
社

稲
荷
○
女
意
業
に
捌
口
凱
歓
㈱
勘
麟
織
　
宋
社
　
稲
荷
」
、
ま
た
附
武
蔵
国
郡
村
誌
輪

に
は
「
伊
勢
研
北
を
祭
る
、
祭
日
十
一
月
十
五
曝
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
参
道

入
口
の
案
内
板
（
紹
和
六
十
二
年
　
三
吉
瞬
、
女
盛
神
社
氏
子
会
が
建
立
せ
し

も
の
）
に
は
「
女
髄
神
社
創
立
の
年
代
㎏
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
詳
し
く
当
祉

の
由
来
を
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
〇
一
）

　
　
一
、
人
皇
六
十
代
醍
醐
帝
の
聖
朝
廷
延
喜
元
年
（
酉
年
）
創
立
な
り
（
約

　
　
　
一
〇
八
七
年
前
）

　
　
二
、
旧
記
に
よ
る
と
往
古
醍
醐
帝
の
御
宇
武
蔵
蟹
埼
玉
郡
墨
田
川
の
浜
梅

　
　
　
田
の
村
人
織
部
と
云
ふ
人
が
村
童
の
天
骨
者
多
く
健
全
に
育
成
す
る
者

　
　
　
が
少
く
人
口
漸
次
減
少
す
る
事
を
憂
ひ
之
を
天
神
に
祈
り
国
難
伊
邪
那

　
　
　
黒
熱
を
産
土
神
と
し
て
祀
り
人
口
の
減
ら
ぬ
様
信
仰
し
て
人
口
繁
殖
村

　
　
　
落
隆
盛
な
る
様
祈
り
墨
田
川
の
北
岸
に
最
高
地
な
る
現
在
地
に
祠
殿
を

　
　
　
造
営
し
て
産
土
神
と
し
て
祭
事
を
行
ふ
事
と
な
っ
た
。
其
後
年
毎
に
盛

　
　
　
に
祭
事
を
行
ふ
事
也

　
　
　
　
（
一
六
ニ
ニ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
三
、
冗
和
八
年
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
初
め
て
日
光
社
参
の
折
沿
道
の
維
由

　
　
　
あ
る
社
寺
を
訪
ね
当
社
女
艦
神
社
に
も
金
千
疋
の
寄
附
あ
り
と
、
之
よ

　
　
　
り
近
隣
の
信
仰
者
多
く
な
り
隆
盛
を
き
わ
め
今
日
に
至
る

　
　
（
以
下
、
祭
典
等
に
つ
い
て
は
省
略
）

　
右
の
う
ち
、
醍
醐
天
皇
云
々
に
つ
い
て
は
全
く
根
拠
不
詳
。
し
か
し
、
求
子

安
産
を
願
っ
て
勧
請
さ
れ
た
と
の
伝
承
を
有
す
る
の
は
貴
重
と
す
べ
き
か
。

（
写
真
H
参
照
）

　
　
　
⑬
埼
玉
県
加
須
市
船
越
一
四
一
番
地
是
体
神
社

　
現
在
「
如
体
」
神
社
と
称
し
て
い
る
が
、
も
と
は
「
女
体
偏
で
あ
っ
た
こ
と

　
西
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は
明
ら
か
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
二
百
九
、
埼
玉
郡
之
十
｝
、
船
越

村
の
項
に
「
女
気
社
調
蹴
顎
狩
慰
眩
膿
」
と
あ
り
、
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
祭
神

と
し
て
「
稲
田
姫
命
を
祭
る
」
と
記
す
。
田
園
の
中
に
鎮
座
す
る
小
社
で
、
境

内
は
狭
小
。
鳥
居
（
参
道
）
の
向
き
と
社
殿
の
向
き
と
が
直
角
を
な
し
て
位
置

す
る
の
ぱ
不
審
。
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
、
ト
タ
ン
葺
。
本
殿
は
入
母
屋
造
り
、

瓦
葺
だ
が
、
あ
る
い
は
、
」
れ
は
覆
堂
か
。
拝
殿
内
に
編
上
体
神
社
鵡
辞

バ
　
し
酬
プ
し
と
記
さ
れ
た
額
あ
り
。
境
内
社
と
し
て
稲
荷
社
の
ほ
か
、
自
然
石
に

「
秋
葉
山
」
お
よ
び
「
男
農
大
体
し
と
刻
ま
れ
た
碑
あ
り
。
と
も
に
年
紀
は
見

え
な
い
が
、
「
男
艦
大
神
」
の
台
座
に
は
寄
進
者
の
氏
名
と
金
額
の
記
載
が
あ

り
。
”
田
島
耕
作
”
と
い
っ
た
姓
名
か
ら
す
る
と
、
明
治
以
降
の
勧
請
か
。
こ

れ
ま
で
の
女
体
社
の
現
地
踏
査
の
過
程
で
、
男
体
社
の
存
在
が
見
出
さ
れ
た
の

は
、
石
窟
と
は
言
え
こ
れ
が
唯
一
の
例
。

　
近
く
に
医
王
山
精
鰹
寺
（
真
言
宗
智
山
派
）
あ
り
。
か
つ
て
の
別
当
寺
で
、

こ
れ
も
細
引
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
「
女
禮
寺
瀟
畿
瀬
曙
嫁
ピ
鼠
姑
罵
鮒
醗
鶏
難

は
罐
賎
勧
好
心
雄
識
抑
烈
秘
」
と
見
ゆ
。
小
寺
院
だ
が
門
前
に
石
仏
等
多
し
。
享
保

十
四
年
（
｝
七
こ
九
）
銘
の
宝
冠
印
塔
、
寛
政
八
年
2
七
九
六
）
銘
の
地
蔵

菩
薩
立
像
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
銘
の
青
面
金
剛
像
（
庚
申
塔
）
な
ど
が

比
較
的
古
い
も
の
か
。

　
　
　
⑭
埼
玉
県
浦
和
市
宮
本
二
丁
冒
一
七
番
一
号
氷
川
女
体
神
社

　
旧
三
室
村
内
に
鎮
座
し
、
通
称
は
三
室
氷
川
女
体
神
社
。
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』

第
二
巻
（
武
蔵
国
足
立
郡
村
誌
巻
之
八
）
が
す
で
に
「
氷
川
」
を
冠
し
て
「
氷

川
女
躰
社
」
と
記
す
が
、
神
職
武
笠
外
記
所
蔵
文
書
（
『
武
州
文
書
』
第
三
分

冊
）
の
元
亀
三
年
十
月
廿
一
幕
北
条
氏
印
判
状
の
宛
所
に
「
三
室
女
躰
宮
神
主
」

と
あ
り
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
三
百
四
十
三
、
足
立
領
事
九
、
三
室
村

の
項
に
も
「
女
艦
社
」
と
見
え
る
の
で
、
本
来
は
単
に
女
体
社
（
宮
）
と
呼
ば

れ
て
い
た
も
の
か
。
今
B
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
大
宮
市
の
氷
川
神
社
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
起
源
を
再
検
討
す
る
余
地
あ
り
。

　
当
社
は
関
東
地
方
の
女
体
社
の
中
で
は
最
も
史
料
的
に
恵
ま
れ
、
神
社
の
規

模
と
し
て
も
最
大
の
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
広
大
な
社
叢
（
浦
和
市
指
定
天
然

記
念
物
）
に
覆
わ
れ
た
、
こ
ん
も
り
と
し
た
丘
全
体
が
境
内
を
な
す
。
地
形
的

に
は
、
か
つ
て
の
見
沼
の
谷
に
突
き
出
た
舌
状
台
地
上
に
あ
た
る
と
い
う
（
境

内
の
説
明
板
）
。
市
立
郷
土
博
物
館
で
買
い
求
め
た
浦
和
市
総
務
部
市
史
編
さ

ん
室
編
『
わ
が
ま
ち
浦
和
地
域
溺
案
内
』
（
一
九
八
二
年
）
に
よ
れ
ぽ
、
見
沼
は
享

保
十
～
年
（
一
七
二
七
）
徳
川
吉
宗
の
政
策
で
干
拓
さ
れ
、
翌
年
新
田
が
開
か

れ
た
由
。
現
在
、
「
見
沼
田
圃
」
の
名
が
残
れ
り
。
社
殿
と
し
て
入
母
屋
り
向

拝
付
、
鋼
板
葺
の
拝
殿
お
よ
び
流
造
り
、
銅
板
葺
の
本
殿
の
ほ
か
、
社
務
所
、

宝
物
三
等
あ
り
。
境
内
末
社
も
多
し
。
拝
殿
正
面
に
掲
げ
ら
れ
た
額
に
「
武
蔵

国
一
宮
」
と
記
さ
る
。
当
年
を
一
宮
と
呼
ぶ
こ
と
の
不
審
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
も
言
及
あ
り
。

　
境
内
の
説
明
板
に
書
か
れ
た
当
社
の
由
来
を
引
用
し
て
お
く
。

　
　
　
　
氷
川
女
体
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
在
地
　
浦
和
市
宮
本
二
丁
騒

　
　
　
氷
川
女
体
神
社
は
、
県
内
屈
指
の
古
社
で
大
宮
氷
川
神
社
と
と
も
に
武

　
　
蔵
回
一
宮
と
い
わ
れ
て
き
た
。
社
殿
で
は
、
自
認
天
皇
の
時
に
つ
く
ら
れ

　
　
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
祭
神
は
奇
稲
田
姫
命
で
、
大
乱
貴
命
と
三
穂
津
姫
命
が
合
祀
さ
れ
て
い

　
　
る
。

豊
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大
竃
の
氷
川
女
体
神
社
（
男
体
社
）
、
大
宮
市
中
川
の
中
山
神
社
（
簸

　
　
王
子
社
）
と
と
も
に
見
沼
と
は
深
い
関
係
に
あ
り
、
祭
礼
の
「
御
船
祭
」

　
　
は
見
沼
の
船
上
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
享
保
　
二
年
（
一
七
二

　
　
七
）
に
些
々
が
干
拓
さ
れ
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
出
島
で
「
磐
船
祭
」
が
行

　
　
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
こ
の
氷
川
女
体
神
社
に
は
鎌
倉
、
室
町
時
代
の
社
宝
が
多
く
、
三
鱗
文

　
　
兵
庫
鎖
太
刀
（
国
認
定
重
要
美
術
品
）
、
牡
丹
文
瓶
子
（
県
指
定
有
形
文

　
　
化
財
）
、
大
般
若
波
羅
密
多
経
（
同
）
、
神
輿
（
岡
）
は
特
に
著
名
で
あ
る
。

　
　
　
江
戸
時
代
に
は
社
領
五
〇
石
が
寄
進
さ
れ
て
お
り
、
現
本
殿
は
徳
川
家

　
　
綱
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。

　
　
　
ま
た
、
境
内
の
社
叢
は
布
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
と
と
も
に
県
の
ふ

　
　
る
さ
と
の
森
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
昭
和
五
十
八
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県

　
右
の
社
伝
で
、
崇
神
天
皇
の
時
代
に
成
立
し
た
と
す
る
の
は
も
と
よ
り
付
会

で
あ
ろ
う
が
、
大
般
若
波
羅
密
多
経
の
奥
書
（
稲
村
撮
元
編
『
武
蔵
史
料
銘
記

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
三
七
）

集
』
所
収
）
に
「
建
武
四
年
七
月
六
日
辰
蒔
、
女
躰
大
曙
神
郷
示
現
日
」
な
ど

と
見
え
る
か
ら
、
成
立
は
遅
く
と
も
南
北
朝
上
社
ま
で
は
遡
り
う
る
と
考
え
て

よ
い
か
。
当
社
関
係
の
史
料
と
し
て
は
ほ
か
に
、
旧
神
主
武
笠
家
文
書
の
大
永

四
年
（
一
五
二
四
）
八
月
廿
六
日
北
条
氏
綱
子
礼
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
十
月

越
一
日
北
条
氏
郎
判
状
（
以
上
二
通
は
県
立
文
書
館
保
管
）
、
徳
川
家
康
寄
進
状

お
よ
び
歴
代
将
軍
の
朱
印
状
（
氷
川
女
体
神
社
所
蔵
）
な
ど
が
あ
り
。
ま
た
、
旧

社
家
の
一
人
で
三
室
村
名
主
を
兼
ね
た
武
笠
家
も
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
以
後

の
地
方
文
書
千
点
以
上
を
伝
え
る
（
以
上
、
『
わ
が
ま
ち
浦
和
地
域
珊
案
内
』
に
よ

る
）
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
や
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
も
当
社
の
記
事
が
豊

富
。　
か
つ
て
見
沼
で
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
御
船
祭
の
形
態
が
い
か
な
る
も
の

で
、
そ
れ
は
女
体
社
固
有
の
祭
祀
と
し
て
よ
い
か
ど
う
か
な
ど
は
、
今
後
の
課

題
と
な
ろ
う
。
享
保
の
干
拓
以
後
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
磐
船

祭
に
つ
い
て
は
、
社
頭
の
出
島
に
祭
祀
遺
跡
（
市
指
定
史
跡
）
が
あ
り
、
用
い

ら
れ
た
古
社
宝
類
（
市
指
定
文
化
財
）
も
伝
え
ら
れ
る
ほ
か
、
関
係
記
録
も
残

さ
れ
て
い
る
由
。

　
な
お
、
社
僧
の
住
し
た
別
当
寺
の
文
殊
寺
（
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
は

文
殊
院
と
す
る
。
天
台
宗
）
は
浦
和
市
三
室
字
号
一
九
五
六
番
地
に
あ
り
。
も

と
は
女
体
社
の
南
側
に
あ
っ
た
が
、
神
仏
分
離
後
に
移
転
し
た
と
い
う
。
現
在

も
か
な
り
構
え
の
大
き
な
寺
院
。

　
　
　
⑮
埼
玉
県
浦
和
市
大
問
木
字
附
島
一
五
｝
三
番
地
氷
川
女
体
神
社

　
三
室
の
氷
川
女
体
神
社
と
区
別
し
て
、
附
島
氷
川
女
体
神
祉
（
社
頭
の
標

柱
）
と
も
大
問
木
氷
川
女
体
神
社
（
『
わ
が
ま
ち
浦
和
地
域
甥
案
内
』
）
と
も
言
う
。

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
百
四
十
四
、
足
立
豆
煎
十
に
よ
れ
ぽ
、
当
時
大

間
木
村
と
附
島
村
が
別
に
存
在
し
、
「
女
膿
神
明
社
」
は
大
間
木
村
の
項
に
記

さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
当
社
と
み
て
よ
い
。
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
第
一
巻
（
武
蔵

国
足
立
郡
村
誌
巻
之
六
）
で
も
大
間
木
村
の
項
に
見
え
、
「
稲
田
認
知
を
祭
る
」

と
あ
り
。
近
世
の
附
島
村
は
大
間
木
村
か
ら
分
村
し
た
も
の
だ
が
、
『
角
川
田

本
地
名
辞
典
1
1
埼
玉
県
』
（
一
九
八
○
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
九
年
（
　
八
七

六
）
に
再
び
大
間
木
村
に
合
併
し
た
由
。
な
お
、
こ
の
あ
た
り
は
語
源
を
同
じ

く
す
る
と
思
わ
れ
る
大
牧
（
近
世
は
木
崎
領
）
と
大
間
木
（
近
世
は
蓮
沼
領
）

が
入
り
組
ん
で
お
り
、
し
か
も
大
間
木
の
小
字
に
下
聞
木
が
あ
る
か
ら
、
行
政

六
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区
画
は
か
な
り
複
雑
。

　
さ
て
、
当
社
は
県
道
沿
い
の
や
や
高
台
に
位
置
す
。
寛
永
六
年
（
＝
ハ
ニ
九
）

関
東
郡
代
伊
奈
忠
治
が
見
沼
を
灌
概
用
水
と
す
る
た
め
に
築
い
た
、
通
称
「
八

丁
堤
し
の
つ
け
根
の
と
こ
ろ
に
あ
た
る
ら
し
い
（
『
わ
が
ま
ち
浦
和
地
域
別
案
内
』
）
。

境
内
は
極
め
て
狭
小
で
拝
殿
は
な
く
、
現
在
集
会
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

富
屋
に
お
さ
め
ら
れ
た
本
殿
の
み
。
こ
れ
は
桃
山
時
代
楽
な
い
し
江
戸
時
代
初

期
頃
の
築
造
に
か
か
り
、
こ
の
地
方
特
有
の
い
わ
ゆ
る
「
見
世
棚
造
り
」
の
様

式
で
、
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
由
（
前
掲
書
）
。
境
内
に
末
社

三
社
あ
り
。
石
製
水
鉢
に
は
「
嘉
永
」
の
年
紀
が
か
す
か
に
読
み
と
れ
る
。

　
　
　
⑯
埼
玉
県
浦
和
市
大
潮
字
和
田
八
五
三
番
地
氷
川
女
体
神
社

　
う
っ
そ
う
と
し
た
木
が
生
い
茂
る
小
高
い
丘
の
上
に
鎮
座
す
。
地
形
的
に
は

舌
状
台
地
で
三
室
氷
川
女
体
神
社
の
鎮
座
地
に
類
似
す
。
近
所
の
住
民
の
話
で

は
単
に
氷
川
神
社
と
呼
ん
で
い
る
由
で
あ
り
、
鳥
居
に
も
社
号
を
記
し
た
額
は

掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
『
わ
が
ま
ち
浦
和
地
域
別
案
内
』
掲
載
の
写
真
と
照
合
し

て
、
大
奥
氷
川
女
体
神
社
と
い
う
の
は
こ
こ
に
違
い
な
い
。
但
し
、
『
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
百
四
十
三
、
足
立
郡
之
九
の
大
牧
村
の
項
、
お
よ
び
『
武

蔵
国
郡
村
誌
』
第
一
一
巻
（
武
蔵
国
足
立
郡
村
誌
巻
之
八
）
の
大
牧
村
の
項
に
は

い
ず
れ
に
も
女
体
社
は
所
見
さ
れ
ず
、
『
全
国
神
社
名
鑑
』
に
も
登
載
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
当
社
が
氷
川
女
体
神
社
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
や
事

情
に
つ
い
て
は
、
な
お
今
後
の
検
討
を
要
す
。

　
や
や
広
い
境
内
の
中
央
に
社
殿
が
＝
予
だ
け
ポ
ツ
ン
と
建
つ
。
当
社
も
拝
殿

は
な
く
、
覆
堂
に
お
さ
め
ら
れ
た
本
殿
の
み
の
よ
う
だ
。
前
掲
書
に
よ
れ
ぽ
、

桃
山
期
の
築
造
で
、
や
は
り
「
一
間
社
流
見
世
棚
造
り
」
の
代
表
的
な
作
例
の

一
つ
で
あ
る
由
。
境
内
に
置
か
れ
た
水
鉢
に
は
「
当
処
礒
部
新
次
郎
奉
納
」
と

見
え
、
銘
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
と
記
さ
る
。
ほ
か
に
境
内
社
一
あ
り
。

　
　
　
⑰
神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
一
丁
目
九
九
瞬
番
地
女
体
神
社

　
幸
町
は
も
と
南
河
原
村
に
属
し
た
と
こ
ろ
で
、
東
に
は
多
磨
川
が
間
近
い
。

境
内
は
周
囲
に
民
家
が
迫
っ
て
い
る
た
め
狭
め
ら
れ
て
い
る
が
、
以
前
は
相
当

に
広
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
再
建
と
い
う
社

殿
は
構
え
も
大
き
く
、
組
物
・
彫
刻
等
も
見
事
。
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
向
拝
付
、

本
殿
は
流
造
り
で
、
屋
根
は
い
ず
れ
も
銅
板
葺
。
漸
漸
に
社
務
所
あ
り
。
鳥
居

　
　
　
（
一
七
九
三
）

に
は
「
寛
政
五
癸
畳
年
奉
納
」
と
記
さ
る
。
な
お
、
こ
の
鳥
居
の
額
を
は
じ
め
、

境
内
入
口
の
社
号
を
記
し
た
石
碑
、
拝
殿
に
掲
げ
ら
れ
た
額
、
お
よ
び
御
影
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ょ
た
い
お
お
か
み

に
刻
ま
れ
た
当
社
の
説
明
板
に
は
い
ず
れ
も
「
豊
富
大
神
」
と
あ
り
、
現
在
も

こ
れ
が
通
称
と
な
っ
て
い
る
如
く
で
、
そ
の
こ
と
は
『
神
奈
川
県
百
科
事
典
』

（一

續
ｪ
三
年
）
の
項
目
に
も
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
る
。

　
境
内
の
説
明
板
に
詳
し
い
由
来
が
記
さ
れ
る
の
で
、
次
に
引
用
す
。

　
　
　
　
女
塾
大
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
市
幸
区
南
河
原
御
鎮
座

　
　
御
祭
神

　
　
　
伊
邪
那
岐
命

　
　
　
七
山
那
美
命

　
　
　
誉
田
別
命
（
八
幡
社
河
原
厨
子
く
幸
町
V
氏
神
昭
和
三
十
五
年
合
祀
）

　
　
　
天
照
皇
大
神
（
神
明
社
中
厨
子
〈
中
幸
町
〉
氏
神
昭
和
三
十
五
年
合

　
　
　
祀
）

　
　
　
建
御
名
方
大
神
（
諏
訪
社
章
厨
子
〈
南
幸
町
〉
氏
神
昭
和
三
十
六
年
合

　
　
　
祀
）

　
　
御
神
徳

妬
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夫
婦
和
合
縁
結
び
家
内
安
全
家
地
隆
昌
安
産
学
芸
武
道
の
護
神
、
生
命

　
　
　
の
源
な
る
水
の
守
護
神
と
し
て
御
神
徳
高
く
往
古
よ
り
大
女
様
と
称
え

　
　
　
ら
れ
崇
敬
特
に
篤
く
今
日
に
至
る

　
　
御
由
緒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
鴛
五
八
～
七
〇
）

　
　
　
創
立
年
代
不
詳
な
る
も
口
碑
の
伝
う
る
処
に
よ
れ
ぽ
永
禄
年
間
よ
り
女

　
　
　
盤
権
現
と
称
へ
ら
れ
南
河
原
起
筆
雷
宗
宝
蔵
院
が
別
当
職
で
あ
り
ま
し

　
　
　
た
。
当
村
は
武
蔵
国
荏
原
郡
八
幡
塚
の
農
民
が
移
住
し
開
墾
に
従
事
し

　
　
　
民
家
次
第
に
増
加
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
は
多
摩
川
の
南
側
に

　
　
　
あ
り
ま
し
た
の
で
南
河
原
村
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
地
形
多
摩
川
の
辺
り
の
為
降
雨
の
た
び
ご
と
に
多
摩
川
の
土
砂
堆
積
し

　
　
　
田
畑
へ
の
冠
水
甚
だ
し
く
洪
水
の
都
度
流
域
が
変
化
し
常
に
大
き
な
る

　
　
　
災
害
を
蒙
り
遂
に
農
耕
が
不
可
能
の
状
態
に
な
り
ま
し
た
時
一
人
の
女

　
　
　
丈
夫
水
中
に
身
を
投
じ
一
身
を
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
し
。
そ
の
真
心
に
よ

　
　
　
り
そ
の
後
は
大
い
な
る
災
害
も
な
く
住
民
漸
く
安
堵
し
農
耕
に
励
む
こ

　
　
　
と
が
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
女
丈
夫
の
偉
大
な
る
御
徳
の

　
　
　
お
か
げ
と
敬
慕
し
そ
の
偉
業
を
称
え
又
後
世
に
伝
え
る
た
め
多
摩
川
の

　
　
　
辺
り
の
俗
称
「
ニ
ヨ
；
松
扁
の
下
に
一
覧
を
建
立
し
て
そ
の
御
霊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
七
九
三
）

　
　
　
お
祀
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
現
在
地
に
鎮
め
奉
る
。
境
内
に
寛
政
五
癸

　
　
　
丑
歳
四
月
吉
日
奉
納
御
宝
前
惣
氏
子
中
の
鳥
居
及
び
御
手
洗
あ
り

　
　
　
（
以
下
略
）

　
こ
れ
と
同
趣
旨
の
伝
承
は
『
神
奈
川
県
百
科
事
典
』
の
女
難
大
神
の
項
に
も

記
さ
れ
る
が
、
出
典
等
は
詳
ら
か
な
ら
ず
。
事
実
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
女

性
が
人
身
御
供
と
な
っ
て
災
害
を
救
っ
た
と
の
伝
承
は
、
「
御
神
徳
」
の
～
つ

に
安
産
が
含
ま
れ
て
い
る
点
と
と
も
に
、
当
社
の
成
立
が
「
女
性
に
対
す
る
信

仰
」
も
し
く
は
「
女
性
に
よ
る
信
仰
」
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て

い
る
と
み
る
べ
き
か
。
同
様
の
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
埼
玉
県

春
臼
部
市
梅
田
の
女
体
神
社
の
勧
請
が
、
寺
子
安
産
へ
の
祈
願
と
関
わ
り
が
あ

っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
例
が
あ
る
の
み
。

　
な
お
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
二
曹
之
七
十
二
、
並
樹
郡
之
十
五
、
南
河
原

村
の
項
に
は
女
体
社
が
講
社
載
せ
ら
れ
る
が
、
方
角
か
ら
し
て
当
社
は
「
女
艦

権
現
講
習
あ
繭
思
懸
鮪
駄
筋
融
躰
鰍
雛
釈
㍑
比
駅
解
任
罐
導
燈
厭
ト
敏
『
禅
齢
彬
潔
斎
隊
欄
幡
」
と
す

る
も
の
に
あ
た
る
と
み
て
よ
い
。
も
う
一
社
の
方
は
「
尊
覧
社
鮒
肋
韻
捌
糠
鰻
八

一徽

噤X

r
轍
藁
沢
榔
枇
駅
灘
曜
隔
心
ゲ
撞
」
と
見
え
る
が
、
現
存
す
る
か
ど
う
か
今
の
と

こ
ろ
未
確
認
。
後
者
は
『
全
国
神
社
名
鑑
』
に
も
記
載
な
し
。

　
　
　
⑱
神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
紺
屋
町
一
二
番
地
図
体
神
社

　
幸
町
の
女
体
神
社
か
ら
北
東
へ
歩
い
て
十
五
分
程
の
と
こ
ろ
に
鎮
座
す
。
密

集
す
る
民
家
に
取
り
囲
ま
れ
た
広
場
の
よ
う
な
場
所
が
境
内
地
と
な
っ
て
い
る

が
、
樹
木
も
全
く
な
く
、
そ
の
西
北
隅
に
流
造
り
、
鋼
板
葺
の
ご
く
小
さ
な
社

殿
（
本
殿
）
～
宇
が
あ
る
の
み
で
、
や
や
も
す
る
と
見
過
さ
れ
や
す
し
。
境
内

入
口
の
鳥
居
に
「
女
躰
神
社
」
の
額
が
あ
る
の
が
、
わ
ず
か
に
神
社
で
あ
る
こ

と
を
示
す
指
標
と
な
り
。
社
殿
の
向
っ
て
右
側
に
は
二
階
建
て
の
近
代
的
な
社

務
所
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
戸
手
中
部
町
内
会
館
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

も
の
の
ご
と
し
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
七
十
工
、
橘
樹
郡
之
十
五
、

戸
手
村
の
項
に
「
女
艦
権
現
社
樋
懸
酬
號
撒
筋
煕
凹
5
と
見
え
る
の
が
当
社
と
思

わ
る
。
現
在
の
紺
屋
町
、
重
藤
町
は
戸
手
本
町
な
ど
と
と
も
に
、
い
ず
れ
も
近

世
に
は
戸
手
村
に
属
し
て
い
た
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
、
次
号
に
続
く
）

葺


